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次々と牧場に集まる動物たち。これからパー
ティーの始まりです。牧場に入るには自分の
鳴き声で合図しなければなりません。 
「にゃーおー」。かわいい子猫ちゃんです。 
そこへ怖いオオカミがやってきて、声色を使
って中に入ろうとします。動物たちは食べら
れてしまうのでしょうか。 

（中学校建設工事） 
 

（一般質問） 
 

回収助成金をふやせ 

年頭のごあいさつ 年頭のごあいさつ 

資源ごみ 
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12月定例会は、3日から18日までの16日間の会期で
開かれました。 
専決処分（一般会計補正予算）の承認、乳幼児等医

療費支給条例の改正、公の施設の指定管理者の指定
など26議案1諮問、議員提出議案として意見書の提出
が4議案ありました。手数料条例の改正など6議案は
賛成多数、他の議案は全員賛成で可決しました。 
一問一答方式で試行した一般質問では9人が町政全

般にわたり指摘・提案をしました。 

議会を招集する時間がないという理由で町長は専
決処分ができますが、大口町議会は町と申し合わ
せて、専決処分ではなく、臨時議会で対応してき
ました。 
しかしながら今定例会では、平成１０年6月定例会
以降、9年ぶりに専決処分の承認を求める議案が提
出されました。しかもその額は1億7000万円の補
正予算。 
町長から「これまでの経緯は陳謝する。お許しを
いただきたい」との答弁があり、議会はこの専決
処分を承認しました。 
この専決処分の内容は、大口中学校建設に関係す
る予算です。(関連記事Ｐ4～Ｐ5) 
(上)プール建設場所の地盤改良工事 



年頭のごあいさつ 年頭のごあいさつ 
議  長　　宇　野　昌　康 

            　
4
月
か
ら
の
本
格
実
施
を

前
に
、
町
内
1
地
区
に
お
い

て
資
源
ご
み
の
有
償
回
収
の

実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。
 

　
資
源
ご
み
を
出
す
人
に
、

地
区
の
資
源
ご
み
回
収
で
は

2
ポ
イ
ン
ト
、
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
で
は
1
ポ
イ
ン
ト

を
与
え
、
積
極
的
に
資
源
ご

み
回
収
に
協
力
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。
 

　
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
に
押
さ

れ
た
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
可

燃
ご
み
袋
な
ど
の
景
品
が
出

ま
す
。
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ま
ち
づ
く
り
道
具
箱
整
備

事
業
と
し
て
新
た
に
事
業
を

立
ち
上
げ
ま
す
。
 

　
こ
の
事
業
は
大
口
町
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
が
拠
点
整
備
を
す
る

場
合
に
助
成
す
る
も
の
で
、

１
団
体
へ
の
助
成
金
額
は

5
0
0
万
円
が
限
度
で
す
。
 

　
こ
の
事
業
の
財
源
は
、（
財
）

民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
か

ら
の
拠
出
金
3
9
0
0
万
円

で
行
い
ま
す
。
 

   　
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
は
「
マ
ー
メ
イ
ド
・

技
研
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
共
同

体
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
実

施
は
4
月
1
日
か
ら
で
す
。
 

　
大
口
町
で
は
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
憩
い
の
四
季
」

に
次
ぐ
、
2
番
目
の
指
定
管

理
で
す
。
 

  　
７３
歳
・
７４
歳
の
高
齢
者
に

老
人
医
療
費
の
助
成
制
度
が

あ
り
ま
し
た
が
、
4
月
か
ら

廃
止
に
な
り
ま
す
。
 

　
こ
の
制
度
は
医
療
費
の
自

己
負
担
を
１
割
に
す
る
も
の

で
す
が
、
平
成
１４
年
１０
月
以

降
、
７０
歳
以
上
の
自
己
負
担

は
既
に
１
割
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
事
実
上
の
対
象

者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
県
の
制
度
の
廃
止
に
伴
 

い
、
町
も
制
度
を
廃
止
す
る

も
の
で
す
。
 

     　
こ
れ
ま
で
印
鑑
登
録
証
の

発
行
は
無
料
で
し
た
が
、
受

益
者
負
担
に
基
づ
き
、
4
月

1
日
か
ら
1
件
に
つ
き

2
0
0
円
の
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
。
 

　
子
育
て
支
援
・
児
童
の
健

康
保
持
の
た
め
、
子
ど
も
の

医
療
費
を
入
院
・
通
院
と
も

に
中
学
校
卒
業
ま
で
無
料
に

し
ま
す
。
実
施
分
は
4
月
１

日
以
後
の
医
療
費
で
す
。
 

　
大
口
町
で
は
平
成
１８
年
4

月
か
ら
4
歳
未
満
が
無
料
、

8
歳
未
満
が
1
割
負
担
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
県
が
通

院
は
就
学
前
ま
で
、
入
院
は

中
学
校
卒
業
ま
で
無
料
と
す

る
こ
と
か
ら
、
町
の
制
度
も

改
正
す
る
も
の
で
す
。
 

　
上
乗
せ
に
必
要
な
町
費
 

は
、
6
0
0
0
万
円
程
度
と

試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　新年明けましておめでとうございます。 
　皆様方には、希望に満ちた新春を迎えられたこ
ととお喜び申し上げます。 
　日ごろは、町議会に多大なご支援とご協力を賜
り厚くお礼申し上げます。 
　さて、今日の地方行政をとりまく問題は、これ
までの制度が大きく転換されたことにあります。
行政は経験したことのない事態に直面し、今まさ
に、その真価が問われようとしています。議会も
また同様であります。 
　私たち議員は「住民の代表者」として、まちの
意思を決定しています。その前提には、住民と議
会(議員)が一体でなければなりません。 
　皆様の声を町政に届け、安心して暮らせる安全
なまち、豊かさを実感できるまちにしていくため、
これまで以上のご指導・ご鞭撻を賜り、誠心誠意
努力してまいりたいと議員一同心新たにしたとこ
ろであります。 
　年頭にあたり、皆様方のますますのご健勝とご
多幸をご祈念申し上げ、新年のごあいさつといた
します。 

子
ど
も
の
医
療
費 

資源のリサイクルで、環境に、地区に、
そして自分にもメリット 
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月
定
例
会
に
専
決
処

分
（
一
般
会
計
補
正

予
算
）
の
承
認
を
求
め
る
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
専
決
処
分
さ
れ
た
補
正
予

算
は
、
大
口
中
学
校
新
築
工

事
第
1
工
区
（
校
舎
建
設
、

契
約
金
額
２７
億
3
0
0
0
万

円
）で
6
6
7
0
万
円
の
追
加
、

第
2
工
区
（
プ
ー
ル
・
運
動

場
等
建
設
、
契
約
金
額
8
億

3
4
7
5
万
円
）
で
は
1
億

3
3
6
万
円
の
追
加
で
す
。
 

更
お
よ
び
追
加
工
事

に
は
、
安
全
面
や
使

い
勝
手
を
考
慮
し
た
も
の
、

法
の
改
正
で
施
工
が
必
要
に

な
っ
た
も
の
、
事
前
の
調
査

不
足
に
よ
る
も
の
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
（
表
1
参
照
）
 

の
報
告
が
最
初
に
さ

れ
た
の
は
１１
月
１２
日

の
中
学
校
建
設
特
別
委
員
会

で
す
。
「
第
1
工
区
は
、
設

計
変
更
で
相
殺
で
き
る
と
判

断
し
て
い
た
が
、
変
更
点
が

多
く
、
相
殺
し
き
れ
な
く
な

っ
た
。
第
2
工
区
は
、
用
地

買
収
の
問
題
、
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
の
不
足
、
地
下
水
位
が

高
い
中
で
の
工
事
で
、
想
定

外
の
費
用
が
か
か
っ
た
」
と

の
こ
と
。
 

　
議
会
側
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
と
地
盤
改
良
に
つ
い
て

は
報
告
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
外
の
報
告
は
受

け
て
い
ま
せ
ん
。
 

会
は
こ
れ
ま
で
の
経
 

緯
、
原
因
の
追
究
、

責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
 

　
町
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
に
つ
い
て
陳
謝
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
調
査
委
員
会
を
設

置
し
て
、
議
会
の
指
摘
に
応

え
ら
れ
る
報
告
を
す
る
と
と

も
に
再
発
防
止
策
を
講
じ
る

旨
の
答
弁
が
あ
り
、
専
決
処

分
は
承
認
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

約
行
為
に
基
づ
き
、

設
計
書
ど
お
り
に
工

事
を
実
施
す
る
の
が
本
来
の

姿
。
工
事
を
変
更
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
契
約
も
変
更
し
て

か
ら
進
め
る
べ
き
で
す
。
4

月
の
開
校
に
間
に
合
わ
せ
る

た
め
や
む
を
得
な
い
と
の
理

由
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
あ

ま
り
に
も
金
額
が
多
す
ぎ
ま

す
。
 

 

か
し
、
契
約
変
更
を

否
決
す
れ
ば
大
変
な

こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
の
信

用
問
題
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
 

　
議
会
は
異
例
の
「
賛
成
討

論
」
で
町
長
に
猛
省
を
促

し
、
契
約
の
変
更
議
案
を
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

       

       賛
成
討
論
要
旨
 

　
法
を
守
る
べ
き
公
共
団
体

が
あ
る
ま
じ
き
手
段
に
よ
り
、

勝
手
に
工
事
を
進
め
た
こ
と

は
説
明
責
任
の
欠
如
と
受
け

止
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

　
本
来
な
ら
議
会
軽
視
と
し

て
断
固
と
し
た
態
度
で
臨
む

べ
き
だ
が
、
工
事
が
遅
延
し

て
は
学
校
関
係
者
等
に
多
大

な
迷
惑
が
及
ぶ
。
 

　
政
治
的
判
断
の
も
と
、
全

員
一
致
で
変
更
を
認
め
て
い

く
。
町
長
は
最
高
責
任
者
と

し
て
責
任
を
熟
考
さ
れ
る
こ

と
を
要
望
す
る
。
 

議 

し 

こ 

皆さんの疑問に 皆さんの疑問に 皆さんの疑問に 

　
9
年
ぶ
り
の
専
決
処
分
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
額
な
ん
と
、
1
億
7
0
0
0

万
円
の
補
正
予
算
で
す
。 

　
専
決
処
分
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
背
景
に

は
、
何
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
の
疑
問
に

応
え
る
た
め
、
中
学
校
建
設
工
事
に
関
す

る
議
案
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
た
。 

そ
う
さ
い
 

アスベスト除去後、解体されコンクリート片になった西館
校舎＝平成18年12月 



 　
議
会
が
議
決
す
べ
き
事
項

を
、
町
長
が
議
会
に
代
わ
っ

て
意
思
決
定
す
る
こ
と
を
専

決
処
分
と
い
う
。
専
決
処
分

は
議
会
の
議
決
と
同
じ
法
律

効
果
が
あ
る
。
 

　
専
決
処
分
後
初
め
て
開
か

れ
る
議
会
に
報
告
し
、
承
認

を
求
め
る
が
、
議
会
の
承
認

が
得
ら
れ
な
く
て
も
法
的
効

力
は
影
響
を
受
け
な
い
。
 

　
専
決
処
分
に
は
①
法
律
の

規
定
に
よ
る
も
の
②
議
会
の

委
任
に
よ
る
も
の
│
│
の
二

つ
が
あ
る
。
 

①
法
律
の
規
定
に
よ
る
も
の
 

　
議
会
が
成
立
し
な
い
と
き

な
ど
の
特
殊
な
場
合
を
除
き
、

一
般
的
に
は
「
議
会
を
招
集

す
る
暇
が
な
い
と
き
」
専
決

処
分
が
で
き
る
。
 

②
議
会
の
委
任
に
よ
る
も
の
 

　
軽
易
な
事
項
で
、
あ
ら
か

じ
め
議
会
が
委
任
し
た
も
の

は
専
決
処
分
で
き
る
。
 

表１.　変 更 お よ び 追 加 工 事一覧  

専
決
処
分
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使
い
勝
手
や
安
全
性
を

高
め
る
た
め
の
変
更
、
設
計

に
お
け
る
不
具
合
等
の
改
善
、

法
律
等
の
改
正
に
起
因
す
る

も
の
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

設
計
変
更
等
で
相
殺
で
き
る

と
認
識
し
て
い
た
が
、
限
界

が
あ
っ
た
。 

　
　
大
幅
な
工
事
変
更
や
追

加
工
事
を
し
な
が
ら
、
１１
月

２１
日
に
専
決
処
分
す
る
ま
で

予
算
措
置
を
放
置
し
て
い
た
。
 

　
特
別
委
員
会
や
全
員
協
議

会
で
は
副
町
長
以
下
関
係
職

員
の
謝
罪
が
あ
っ
た
が
、
町

長
か
ら
は
な
か
っ
た
。
町
長

の
責
任
を
明
確
に
し
な
い
と
、

こ
の
専
決
処
分
を
承
認
す
る

気
持
ち
に
な
れ
な
い
。
 

　
　
4
月
の
開
校
に
向
け
て

進
め
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の

経
緯
に
つ
い
て
は
陳
謝
す
る

つ
も
り
で
あ
る
。
お
許
し
を

い
た
だ
き
、
お
認
め
い
た
だ

き
た
い
。 

　
現
在
は
、
な
ぜ
こ
う
い
う

こ
と
が
起
き
た
の
か
、
慎
重

に
調
査
を
行
っ
て
い
る
。 

　
　
町
長
部
局
と
教
育
部
局

の
連
携
の
ま
ず
さ
が
原
因
で

は
。 

　
　
連
携
は
取
れ
て
い
た
が
、

細
か
な
部
分
が
詰
め
き
れ
ず
、

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
深

く
反
省
し
て
い
る
。
内
外
の

連
絡
を
密
に
し
、
再
発
防
止

に
努
め
た
い
。 

　
　
プ
ー
ル
建
設
地
の
地
盤

改
良
に
5
6
0
0
万
円
。
こ

の
土
地
は
砂
利
採
取
跡
地
で

あ
る
。
事
前
の
調
査
不
足
で

は
な
い
の
か
。 

　
　
事
前
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
で
は
、
地
下
5
メ
ー
ト
ル

に
支
持
地
盤
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
を
も
と
に
設
計
を

し
た
が
、
結
果
と
し
て
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
の
選
定
地
お
よ

び
個
所
数
に
問
題
が
あ
っ
た

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

　
　
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事

の
9
0
0
万
円
も
、
設
計
段

階
で
の
調
査
不
足
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。 

　
過
去
に
同
種
の
事
案
で
、

別
の
設
計
事
務
所
が
事
前
調

査
不
足
を
理
由
に
わ
び
状
を

提
出
し
て
い
る
。 

　
ど
う
対
応
す
る
の
か
。 

　
　
法
律
が
改
正
さ
れ
、
工

事
着
手
直
前
に
ア
ス
ベ
ス
ト

の
含
有
量
が
1
％
か
ら
0
・

1
％
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
、

解
体
時
に
天
井
や
壁
の
裏
側

か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
が
発
見
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
や

む
を
得
な
い
と
考
え
る
。 

　
　
設
計
事
務
所
に
は
責
任

が
な
い
か
の
よ
う
に
聞
こ
え

る
。
事
前
の
調
査
不
足
と
い

う
点
で
は
一
緒
で
は
な
い
か
。 

　
　
現
在
、
調
査
委
員
会(

副

町
長
以
下
部
長
職
で
構
成)

を
設
け
て
、
経
過
や
内
容
等

を
細
か
に
確
認
し
て
い
る
。 

　
公
平
性
を
保
つ
よ
う
努
力

す
る
。 

□
　
な
ぜ
変
更
や
追
加
 

工
事
に
な
っ
た
の
か
。
 

問 
第
1
工
区
 

第
2
工
区
 

金　額 工　　　種 

小　　計 

小　　計 

総　合　計 

手すり形状変更(渡り廊下ほか) 

西館アスベスト除去 

防火区画扉仕様変更 

電話施設ＰＨＳ変更 

中庭照明変更 

手すり追加(教科ラウンジほか) 

校舎から体育館への仮設通路 

教室・廊下壁仕様変更 

電子錠システム変更 

職員室収納棚追加 

校章取り付け 

その他 

 

地盤改良 

工事における雨水流入対策 

プール浮き上がり対策 

仮設通路設置・撤去 

1510 万円 

900 万円 

840 万円 

700 万円 

450 万円 

390 万円 

350 万円 

330 万円 

250 万円 

210 万円 

170 万円 

570 万円 

6670 万円 

5611 万円 

2180 万円 

1697 万円 

849 万円 

1億 336 万円 

1億7006 万円 

木製ルーバーの間をふさぐ鉄製の手すりを2本から3
本に、高さを1.5ｍから1.7ｍに変更 

問 □ 

問 □ 

問 □ 

問 □ 

問 □ 

答 □ 

答 □ 

答 □ 

答 □ 答 □ 

答 □ 



　
　
手
数
料
は
「
特
定
の
者

の
た
め
に
す
る
事
務
」
に
対

し
て
徴
収
で
き
る
。
印
鑑
登

録
は
特
定
の
者
に
対
す
る
事

務
で
は
な
い
と
の
行
政
実
例

が
あ
る
。
違
法
で
は
。
 

　
　
今
回
の
手
数
料
は
登
録

の
手
数
料
で
は
な
く
、
登
録

証
の
交
付
手
数
料
で
あ
る
。

登
録
証
の
交
付
手
数
料
は
、

作
成
に
か
か
る
実
費
相
当
分

が
適
当
と
さ
れ
て
い
る
。
 

　
　
作
成
実
費
が
1
7
0

円
な
の
に
、
2
0
0
円
の

徴
収
は
お
か
し
い
。
 

　
　
1
7
0
円
は
、
今
年
度

購
入
し
た
2
2
0
0
冊
を
発

行
実
績
で
除
し
た
目
安
に
す

ぎ
な
い
。
作
成
に
か
か
る
実

費
に
は
、
そ
の
他
の
事
務
経

費
も
含
ま
れ
る
。
 

　
　
印
鑑
登
録
証
を
有
料
に

す
る
理
由
は
。
 

　
　
印
鑑
登
録
を
廃
止
し
、

す
ぐ
に
登
録
し
直
す
人
が
3

割
近
く
い
る
。
本
来
、
安
易

に
登
録
を
変
更
す
る
も
の
で

は
な
い
。
受
益
者
負
担
の
適

正
化
の
観
点
か
ら
有
料
化
を

提
案
し
た
。 

　
　
4
月
か
ら
７０
歳
か
ら
７４

歳
の
人
は
、
医
療
費
の
自
己

負
担
が
2
割
と
な
る
。
こ
の

条
例
が
あ
れ
ば
７３
歳
・
７４
歳

の
人
は
1
割
に
抑
え
ら
れ
る

の
で
、
残
す
べ
き
で
あ
る
。
 

　
　
平
成
１４
年
１１
月
以
降
、

７０
歳
以
上
の
自
己
負
担
は
1

割
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
事

実
上
こ
の
支
給
対
象
は
な
く

な
っ
て
い
る
。
 

　
4
月
か
ら
原
則
2
割
負
担

で
あ
る
が
、
1
割
に
凍
結
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
 

　
　
凍
結
が
な
く
な
れ
ば
2

割
に
な
る
。
制
度
を
継
続
す

る
よ
う
県
に
要
望
す
べ
き
。
 

　
　
高
齢
化
や
医
療
の
高
度

化
で
医
療
費
は
増
加
し
て
い

る
。
今
回
の
見
直
し
は
世
代

間
の
公
平
性
、
医
療
保
険
制

度
の
安
定
化
が
目
的
で
あ
る
。
 

　
県
下
の
全
団
体
も
廃
止
を

予
定
し
て
い
る
。
 

採
決
採
決
の
結
果
、

結
果
、
可
決
可
決
 

（
賛
成

（
賛
成
１２
、
反
対
反
対
２
） 

採
決
の
結
果
、
可
決
 

（
賛
成
１２
、
反
対
２
） 

採
決
採
決
の
結
果
、

結
果
、
可
決
可
決
 

（
賛
成

（
賛
成
１２
、
反
対
反
対
２
） 

採
決
の
結
果
、
可
決
 

（
賛
成
１２
、
反
対
２
） 

賛
成
討
論
 

　
柘
植
　
満
議
員
 

　
印
鑑
登
録
証
の
交
付

は
特
定
個
人
の
利
便
に

な
る
た
め
、
実
費
相
当

額
を
徴
収
で
き
る
と
の

見
解
が
あ
る
。
他
の
手

数
料
と
の
均
衡
を
考
慮

し
、
適
正
と
い
え
る
。
 

反
対
討
論
 

　
田
中
一
成
議
員
 

　
一
宮
市
の
よ
う
に
、

紛
失
等
の
理
由
に
よ
る

再
交
付
に
弁
償
金
を
徴

収
す
る
な
ら
ま
だ
し
も
、

財
政
が
恵
ま
れ
て
い
る

大
口
町
が
率
先
し
て
手

数
料
を
徴
収
す
る
の
は

理
解
で
き
な
い
。
 

　人医療費 

助成を廃止 
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老 

受益者負担で有料となる印鑑登録証 

問 □ 

問 □ 

問 □ 問 □ 

問 □ 

答 □ 

答 □ 

答 □ 答 □ 

答 □ 



　
　
可
燃
ご
み
袋
の
手
数
料

の
見
直
し
の
背
景
は
。
 

　
　
こ
れ
ま
で
実
費
相
当
分

と
し
て
運
用
し
て
い
た
も
の

を
条
例
の
中
で
明
確
に
す
る

も
の
。
 

　
改
正
に
あ
わ
せ
、
小
袋
は

7
円
（
現
行
１０
円
）
、
減
量

型
は
5
円
（
同
7
円
）
に
減

額
す
る
。
 

　
ご
み
減
量
を
目
的
に
、
ご

み
を
多
く
出
す
人
と
少
量
し

か
出
さ
な
い
人
に
差
を
つ
け

た
。
 

　
　
原
油
高
で
原
料
の
値
段

も
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
手

数
料
も
上
が
る
の
か
。
 

　
　
袋
の
コ
ス
ト
を
下
げ
る

た
め
結
び
目
を
な
く
し
た
り
、

素
材
を
見
直
す
方
向
で
検
討

し
て
い
る
。
 

　
手
数
料
は
ご
み
処
理
全
体

に
か
か
る
費
用
の
手
数
料
な

の
で
、
袋
の
費
用
だ
け
で
左

右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

　
　
指
定
管
理
者
の
導
入
で
、

責
任
の
所
在
が
あ
や
ふ
や
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
 

　
　
リ
ス
ク
分
担
に
つ
い
て

は
、
町
と
指
定
管
理
者
と
の

協
定
書
で
定
め
る
。
 

　
　
指
定
管
理
者
制
度
は
人

件
費
の
削
減
が
目
標
。
そ
こ

で
働
く
人
の
環
境
や
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
心
配
。
 

　
　
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
発
揮
す
る
目
的
で
作

ら
れ
た
制
度
で
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
た
め
導
入
を

決
め
た
。
 

１２月議会に上程された議案の中から主

な質疑、賛成・反対の討論が繰り広げ

られたものを要約してお知らせします。 

賛
成
討
論
 

　
鈴
木
喜
博
議
員
 

　
公
の
施
設
の
管
理
運

営
に
民
間
企
業
等
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

経
費
の
削
減
を
図
る
こ

と
が
目
的
。
健
康
文
化

セ
ン
タ
ー
は
指
定
管
理

者
制
度
が
な
じ
む
施
設

で
あ
る
。
 

反
対
討
論
 

　
吉
田
　
正
議
員
 

　
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市

の
プ
ー
ル
事
故
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
事
故
に

対
す
る
責
任
範
囲
が
不

透
明
に
な
り
や
す
い
。
 

　
ま
た
、
新
た
な
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み
出

す
恐
れ
も
あ
り
、
現
時

点
で
は
問
題
が
多
い
。
 

採
決
採
決
の
結
果
、

結
果
、
可
決
可
決
 

（
賛
成

（
賛
成
１２
、
反
対
反
対
２
） 

採
決
の
結
果
、
可
決
 

（
賛
成
１２
、
反
対
２
） 
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Ｕ字カットはなくなり、長方形
になる可燃ごみ袋 

「マーメイド・技研ほほえみプラザ共同体」に指定
管理が決まった健康文化センター 

問 □ 

問 □ 

問 □ 問 □ 

答 □ 

答 □ 答 □ 

答 □ 



 

 

町政を問う 町政を問う 
一
般
質
問 

１２月定例会の一般質問は 
9人が質問しました。 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 

土田　進議員  

土
田 

行
政
区
で
は
防
犯

灯
の
電
気
代
と
修

理
代
、
消
火
器
の
詰
め
替
え

だ
け
で
行
政
区
交
付
金
の
大

半
を
使
い
、
行
政
区
の
運
営

に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
。 

　
行
政
区
交
付
金
の
総
額
を

見
直
す
か
、
そ
れ
と
も
防
犯

灯
と
自
主
防
災
設
備
の
維
持

管
理
を
、
町
で
全
額
負
担
す

べ
き
で
は
。 

        

総
務
部
長 

行
政
区
交
付

金
の
目
的
の

ひ
と
つ
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
、
特
色
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
あ

る
。
事
業
の
選
択
、
維
持
管

理
を
行
政
区
の
判
断
で
進
め

て
い
く
こ
と
が
自
主
・
自
立

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。 

　
現
段
階
で
は
、
現
状
の
仕

組
み
に
よ
る
影
響
や
効
果
な

ど
を
見
極
め
た
い
。 

  

土
田 

環
境
建
設
部
長 

資
源
ご
み
を
で
き

る
だ
け
多
く
回
収

し
て
、
可
燃
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

①
　
資
源
ご
み
の
売
り
払
い

価
格
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。

ま
た
、
平
成
１９
年
度
の
売
り

払
い
収
入
は
い
く
ら
に
な
る

か
。 

②
　
資
源
ご
み
回
収
の
助
成

金
を
、
1
キ
ロ
5
円
か
ら

値
上
げ
し
て
は
ど
う
か
。 

①
　
年

度
当
初

に
契
約
し
て
お
り
、
新
聞

9
円
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
6
・

5
円
、
雑
誌
4
・
5
円
、

雑
が
み
3
円
、
牛
乳
パ
ッ

ク
8
円
、
布
類
１
円
（
す

べ
て
キ
ロ
当
た
り
）
で
あ
る
。 

　
平
成
１９
年
度
の
収
入
は
、

9
0
0
万
円
か
ら
1
0
0
0
 

万
円
と
予
測
し
て
い
る
。 

②
　
缶
・
ビ
ン
類
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
も
助
成
金
の
対

象
に
含
め
、
地
区
へ
還
元

し
て
い
き
た
い
。 

一
　
般 

質
　
問 

土

田

　

進

議

員
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資
源
ご
み
回
収
 

防犯灯の電球交換にかかる費用は業者に依頼する
と１灯当たり3000円。一方、町からの交付金は
500円。高所での取り替え作業は委託しないと無理。 
これで自主・自立のまちづくりになるのだろうか 



宮田和美議員 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

環
境
建
設
部
長 

環
境
建
設
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

議

員

 

北
小
学
校
の
北
部

中
学
校
へ
の
移
転

を
前
提
と
し
た
地
区
懇
談
会

が
１１
月
２６
日
か
ら
３０
日
に
か

け
て
開
催
さ
れ
た
。 

①
　
地
区
懇
談
会
の
成
果
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。 

②
　
移
転
が
決
ま
っ
た
場
合
、

具
体
的
な
時
期
は
い
つ
に
な

る
か
。
ま
た
、
概
算
費
用
は

い
く
ら
か
。 

①
　
北
小
の

耐
震
診
断
結

果
お
よ
び
現
在
地
で
の
建
て

替
え
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
も
ら
っ
た
。
多
く

の
方
か
ら
意
見
・
要
望
を
い

た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
な
成

果
で
あ
り
、
全
地
区
で
理
解

が
得
ら
れ
た
と
確
信
し
て
い

る
。 

②
　
中
学
校
を
小
学
生
仕
様

に
す
る
た
め
の
改
築
工
事
、

教
室
の
増
築
が
あ
る
の
で
、

平
成
２２
年
4
月
ま
た
は
9

月
を
め
ど
に
進
め
た
い
。 

　
現
段
階
で
の
概
算
と
し
て
、

実
施
設
計
に
6
5
0
0
万
円
、

校
舎
の
増
改
築
等
に
１３
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
。 

教
育
部
長 

9
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北
小
移
転
 

合瀬川 

合
瀬
川
に
架
か
る

柿
野
橋
は
、
車
両

の
大
型
化
や
交
通
量
の
増
加

で
、
大
変
危
険
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
。
橋
の
架
け
替
え
、

あ
る
い
は
下
流
側
に
も
歩
道

橋
を
設
置
す
る
な
ど
の
改
修

が
必
要
で
あ
る
。 

 
計
画
は
な
い
の
か
。 合

瀬
川

は
河
川

改
修
の
計
画
が
あ
り
、
順
次
、

上
流
へ
工
事
が
進
ん
で
い
る
。 

　
橋
の
架
け
替
え
費
用
は
、

河
川
管
理
者
（
愛
知
県
）
と

道
路
管
理
者
（
大
口
町
）
が

2
分
の
1
ず
つ
負
担
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

　
多
額
の
費
用
が
か
か
る
の

で
、
河
川
の
改
修
状
況
を
見

極
め
て
計
画
し
た
い
。 

概
ね
、
い
つ
頃
に

な
る
の
か
。 現

時
点

で
は
、

お
答
え
で
き
な
い
。 

 

車列の切れ目を待って横断する女性＝写真は柿
野橋右岸、奥に向かって国道41号 (中小口四丁
目)交差点 



 

丹羽　勉議員 

　地方交付税を算出するときに用いる数値。
地方公共団体が標準的な行政を行うため
に必要な支出 (需要額 )を、行政項目 (人
口、道路の延長、先生の数など )ごとに
算出した合計額をいう。 

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

勉

議

員
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丹
羽 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

基準財政需要額 

丹
羽 

総
務
部
長 

丹
羽 

企
業
が
好
調
な
今

こ
そ
、
道
路
や
橋

の
整
備
な
ど
投
資
的
経
費
を

伸
ば
す
施
策
が
必
要
。
財
政

改
革
は
歳
出
の
削
減
だ
け
で

は
な
い
。 

交
付
税
の
算

定
基
礎
と
な

る
基
準
財
政
需
要
額
と
現
実

の
経
常
支
出
額
と
は
か
け
離

れ
て
お
り
、
今
や
交
付
税
制

度
は
形
骸
化
し
て
い
る
。
国

が
意
識
的
に
需
要
額
を
抑
制

し
、
特
別
交
付
税
や
他
の
補

助
金
を
削
減
し
つ
つ
あ
る
中
、

健
全
な
財
政
を
保
つ
に
は
、

単
に
需
要
額
を
上
げ
る
施
策

は
今
の
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
。 

　
財
政
の
弾
力
性
が
保
た
れ

て
い
る
今
こ
そ
、
不
透
明
な

将
来
へ
の
備
え
が
必
要
で
あ

る
。 

け
い
が
い
 

大口町ＮＰＯ団体「やろ舞いプロジェ
クト」が主催するやろ舞い大祭も昨年
で6回を数える 

河北二丁目地内の道路新設工事 

中
央
集
権
か
ら
地

方
分
権
へ
変
容
す

る
中
、
大
口
町
は
「
意
識
」「
組

織
」「
財
政
」
の
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
。 

　
第
6
次
総
合
計
画
で
「
職

員
の
意
識
改
革
」「
町
民
の

自
治
意
識
改
革
」
を
提
唱
し

て
い
る
。 

　
現
状
の
意
識
改
革
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
か
。 

住
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り

を
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
の
活
動
で
進
め
て

き
た
。 

　
大
阪
大
学
が
調
査
し
た
ソ

ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
地

域
の
問
題
解
決
の
た
め
の
施

策
）
で
全
国
4
位
、
地
方

自
治
法
施
行
６０
周
年
で
は
総

務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。

こ
れ
は
住
民
の
活
動
が
評
価

さ
れ
た
も
の
。
意
識
は
十
分

変
化
し
て
い
る
。 

組
織
改
革
に
つ
い

て
、
2
点
問
う
。 

①
　
課
題
解
決
の
た
め
の
行

政
組
織
の
改
革
は
。 

②
　
行
政
区
へ
の
権
限
移
譲

を
進
め
る
考
え
は
。 

①
　
政
策
調

整
課
ほ
か
3

課
で
合
同
検
討
会
を
設
置
し

た
。
現
在
ま
で
に
１１
回
の
会

議
を
行
い
、
経
営
管
理
シ
ス

テ
ム
、
人
事
制
度
、
予
算
制

度
を
検
討
し
て
い
る
。 

　
住
民
の
負
託
に
対
応
で
き

る
職
員
の
資
質
の
向
上
、
組

織
作
り
を
目
指
し
た
い
。 

②
　
個
別
型
の
補
助
金
・
交

付
金
か
ら
、
使
い
道
は
地
区

に
任
せ
る
包
括
的
な
交
付
金

に
転
換
し
、
地
域
の
主
体
性

を
推
進
し
た
い
。 

着工後 

着工前 



田
中 

砂
利
採
取
跡
地
は

軟
弱
な
地
盤
と
な

り
、
大
規
模
地
震
の
際
に
は

被
害
が
甚
大
に
な
る
こ
と
は

明
ら
か
。 

　
地
下
水
の
水
質
保
全
に
限

定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
広

く
環
境
保
全
と
し
て
防
止
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。 

「
地
下

水
の
水

質
保
全
に
関
す
る
条
例
」
を

制
定
す
る
に
あ
た
り
、
大
学

教
授
・
弁
護
士
・
名
古
屋
地

方
検
察
庁
な
ど
、
法
律
の
専

門
家
と
十
分
な
検
証
を
行
っ

た
。
他
法
令
と
の
関
係
上
、

こ
れ
以
上
の
防
止
策
は
考
え

ら
れ
な
い
。 

　
地
盤
の
液
状
化
現
象
と
周

辺
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

は
参
考
と
し
て
研
究
し
た
い
。 

環
境
建
設
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

田

中
一
成

議

員
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田中一成議員 

田
中 

田
中 

大
口
中
学
校
の
建

設
工
事
に
多
額
の

追
加
費
用
を
投
じ
る
こ
と
に

な
り
、
専
決
処
分
を
行
っ
た
。

一
連
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
調
査
委
員
会
を
設

置
し
た
と
の
こ
と
だ
が
。
 

副
町
長 

副
町
長 

こ
れ
ま
で
の

経
緯
に
つ
い

て
資
料
を
も
と
に
検
証
し
、

関
係
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
た
上
で
、
調
査
結
果
の

報
告
、
原
因
の
明
示
、
改
善

策
を
講
じ
る
。
 

　
早
急
に
報
告
を
ま
と
め
、

信
頼
回
復
を
図
れ
る
よ
う
取

り
組
み
た
い
。
 

         

時
機
を
逸
し
て
は

説
明
責
任
が
果
た

せ
な
い
。
 

　
報
告
書
は
い
つ
出
さ
れ
る

の
か
。
 

通
常
の
職
務

を
抱
え
な
が

ら
の
調
査
な
の
で
、
し
ば
ら

く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。
 

　
年
明
け
に
は
提
出
す
る
。
 

田
中 

         

報
告
書
の
提
出
を

待
っ
て
、
い
ろ
ん

な
角
度
か
ら
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
く
。
 

 

砂利採取 

中庭を覆うガラスドームが完成し、足場を撤去する作業員 



 

Plan 
計 画  

Check 
評 価  

Action
改 善  

Do 
実 施  岡　孝夫議員 

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

議

員
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岡 

総
務
部
長 

集
中
改
革
プ
ラ
ン
・
第

6
次
総
合
計
画
に
あ
る

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」
の
考
え
方
は
、

品
質
管
理
の
考
え
方
の
中
で

中
心
か
つ
重
要
と
認
識
し
て

い
る
が
、
職
員
は
形
式
的
な

理
解
し
か
し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。 

　
関
連
す
る
考
え
方
・
手
順
・

手
法
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば

改
善
は
進
ん
で
い
か
な
い
。

今
ま
で
ど
う
い
う
研
修
を
実

施
し
て
き
た
の
か
。 

行
政
経
営
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

職
員
を
対
象
に
、
経
営
の
実

際
を
模
擬
体
験
し
な
が
ら
総

合
的
な
も
の
の
見
方
や
発
想

の
で
き
る
能
力
を
養
う
「
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ゲ
ー
ム
研
修
」

を
行
っ
た
。
主
査
級
職
員
に

は
、
個
人
と
組
織
の
目
標
を

設
定
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る

能
力
を
養
う
研
修
を
、
部
課

長
級
職
員
に
は
、
職
員
に
適

切
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
面

談
の
手
法
を
習
得
す
る
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。 

岡 

総
務
部
長 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

開
さ
れ
て
い
る
集
中
改

革
プ
ラ
ン
の
中
間
報
告
に
は
、

住
民
の
負
担
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
も
あ
る
。
住
民
の
満

足
度
が
低
下
し
て
い
な
い
こ

と
を
、
事
実
に
基
づ
い
た
デ

ー
タ
で
実
証
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。 

　
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

今
回
の
報
告
へ
の
評
価
を
含

め
、
今
後
定
期
的
な
住
民
意

識
調
査
の
実
施
が
必
要
で
は

な
い
か
。 

現
在
は
、
職

員
自
身
が
事

業
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
見

直
し
、
自
分
た
ち
で
改
善
・

改
革
を
し
て
い
く
段
階
。
そ

の
上
で
、
住
民
意
識
や
外
部

を
含
め
た
調
査
・
評
価
へ
と

つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。 

　Ｐ(計画)、Ｄ(実行)、Ｃ(評
価 )、Ａ ( 改善 ) のプロセスを
実施する。最後のＡ (改善 )で
は評価の結果から、最初のＰ(計
画 )を継続・修正・廃棄を決め
る。このプロセスを繰り返す
ことで継続的な業務改善が図
られるというもの。 

ＰＤＣＡサイクル 

幸田町の住民意識調査を分析すると、「行政への住民参加」
「住民の意向の反映」には、住民意識調査が有効 (回答数
最多、約25％)となっている。幸田町では昭和54年か
ら現在まで住民意識調査を15回行っている 

PDCAサイクル 



一
　
般 

質
　
問 

酒

井

　

治

議

員
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酒井　治議員 

酒
井 

総
務
部
長 

気
象
庁
に
よ
る
緊

急
地
震
速
報
シ
ス

テ
ム
が
１０
月
1
日
か
ら
運

用
さ
れ
て
い
る
。 

　
東
海
地
震
・
南
海
地
震
・

東
南
海
地
震
が
い
つ
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
の

中
で
、
い
か
に
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
か
に
か
か
っ
て

い
る
。 

　
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム

は
、
防
災
無
線
で
対
応
可
能

か
。 

緊
急
地
震
速

報
に
対
応
で

き
る
も
の
と
し
て
、
本
町
で

は
「
あ
ん
し
ん
安
全
ね
っ
と
」

を
利
用
し
た
携
帯
電
話
に
よ

る
メ
ー
ル
配
信
と
防
災
行
政

無
線
が
あ
る
。 

　
防
災
行
政
無
線
を
活
用
す

る
に
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
を

導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。
導

入
は
検
討
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
。 

 

酒
井 

総
務
部
長 Ｊ

ア
ラ
ー
ト
の
導

入
に
あ
た
っ
て
必

要
な
経
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
。 

　
ま
た
、
導
入
の
時
期
は
い

つ
ご
ろ
か
。 

概
算
で
、
約

1
0
0
0
万

円
か
か
る
見
込
み
。 

　
導
入
の
時
期
は
予
算
の
関

係
も
あ
る
が
、
で
き
る
限
り

内
容
を
精
査
し
、
進
め
て
い

き
た
い
。 

 

酒
井 

総
務
部
長 小

中
学
校
を
初
め

と
し
た
公
共
施
設

へ
の
対
応
は
。 小

中
学
校
と

中
央
公
民
館

に
は
、
設
置
し
て
あ
る
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
で
放
送
で
き
る
。

他
の
公
共
施
設
に
は
、
各
家

庭
と
同
様
の
戸
別
受
信
機
が

あ
る
。 

　震源近くの初期微動 (Ｐ波 )を検知し、
最大震度5弱以上と推定される場合に発
表される。主要動 ( Ｓ波 ) までのわずか
な時間に、安全確保の初期行動につなげ
るのが目的。 

緊急地震速報システム 

防災訓練で心臓マッサージ、ＡＥＤ(自動体
外式除細動器)の使用方法を学ぶ住民 

新潟県中越地震 (平成 16年 10月23日、最大震度7)で
倒壊した家屋＝小千谷市内、10月26日撮影 



 

吉田　正議員 

延
長
保
育
料
値
上
げ 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

議

員
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吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

 
 

７０
歳
か
ら
７４
歳

の
医
療
費
は
2

割
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

７５
歳
以
上
は
後
期
高
齢
者
制

度
が
始
ま
り
、
年
金
か
ら
保

険
料
が
天
引
き
さ
れ
、
ま
た
、

診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
に
よ

り
事
実
上
の
医
療
制
限
が
行

わ
れ
る
。 

　
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。 

国
民
皆

保
険
制

度
の
も
と
、
す
べ
て
の
国
民

は
公
的
な
医
療
保
険
に
加
入

す
る
義
務
が
あ
り
、
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
に
は
、
医

療
費
の
一
部
を
負
担
す
る
だ

け
で
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
。 

　
こ
う
し
た
制
度
を
国
民
一

人
ひ
と
り
が
熟
知
し
、
個
々

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
中
で

こ
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
、

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。 

 

吉
田 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

医療費自己負担 

（※）高所得者は3割負担 

年　齢 
～６９歳 

７０歳 
　～７４歳 
 
７５歳～ 

現　行 
3割 
 

1割（※） 
 

1割（※） 

20年4月1日以降 
3割 
2割（※） 
ただし、1年間凍結さ
れる見込み 
1割（※） 

延
長
保
育
料
を

1
時
間
当
た
り

1
0
0
円
か
ら
5
0
0
円

に
値
上
げ
し
た
。 

①
　
今
ま
で
に
5
倍
も
値

上
げ
し
た
利
用
料
は
あ
る
か
。 

②
　
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
値
上
げ
前
の
金
額
に
満
足

し
て
い
る
人
が
６０
％
。
保
護

者
の
声
を
無
視
し
て
、
子
育

て
支
援
に
な
る
の
か
。 

①
　
私
の
記

憶
の
範
囲
で

は
な
い
。 

②
　
延

長
保
育

料
の
引
き
上
げ
は
、
保
育
全

般
を
総
合
的
に
見
直
す
中
で
、

適
正
な
受
益
者
負
担
を
お
願

い
す
る
趣
旨
で
行
っ
た
。 

　「
み
ん
な
で
進
め
る
自
立

と
共
助
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

も
と
、
保
護
者
に
も
「
保
育

園
は
自
分
た
ち
の
施
設
」
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、

子
育
て
支
援
の
施
設
と
し
て

充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。 

　
決
し
て
親
の
思
い
を
無
視

し
た
も
の
で
は
な
い
。 

「
み
ん
な
で
進
め
 

る
」
と
言
う
が
、

６０
％
以
上
の
人
は
望
ん
で
い

な
い
。 

金
額
だ

け
を
捉

え
る
と
低
い
ほ
う
が
い
い
と

い
う
意
見
に
な
る
。 

誰
の
た
め
の
行
政

な
の
か
。
町
の
財

政
も
大
切
だ
が
、
利
用
者
の

視
点
で
考
え
て
い
く
姿
勢
が

欠
け
て
い
る
。 

吉
田 

総
務
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

海賊に捕まってしまい、ピーターパンの助
けを待つインディアン。でも本当に助けを
待っているのはお母さんかも…？ 
＝中保育園生活発表会 



緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

一
　
般 

質
　
問 

酒

井

久

和

議

員
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酒井久和議員 

酒
井 

環
境
建
設
部
長 

大
口
町
民
憲
章
に

は
「
青
空
と
緑
の

広
が
る
町
に
」、
第
6
次
総

合
計
画
で
は
「
輝
く
水
と
緑
、

元
気
な
暮
ら
し
広
が
る
自
治

の
ま
ち
」
の
一
節
が
あ
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
環
境

問
題
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
緑
を
守
っ
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。 

　「
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
整
備
目
標
年
次
は
、
平
成

２２
年
で
あ
る
。 

　
計
画
の
進
行
状
況
は
。 

こ
の
計

画
に
は
、

緑
地
の
確
保
面
積
、
都
市
公

園
等
の
施
設
と
し
て
配
置
す

べ
き
緑
地
の
数
値
目
標
が
あ

る
。 

　
緑
地
の
確
保
面
積
は

6
6
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら

6
7
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
増

え
た
が
、
目
標
の
6
8
5

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
は
及
ば
な
い
。 

　
都
市
公
園
等
の
施
設
と
し

て
配
置
す
べ
き
緑
地
に
つ
い

て
も
目
標
面
積
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
。 

　
次
回
の
計
画
策
定
は
、
き

め
細
や
か
な
も
の
に
す
る
。 

酒
井 

環
境
建
設
部
長 

五
条
川
の
桜
並
木

を
保
全
す
る
計
画

は
。 

五
条
川

の
桜
は

戦
後
ま
も
な
く
植
え
ら
れ
た

も
の
で
、
既
に
５０
年
が
経
過

し
て
い
る
。 

　
平
成
１７
年
度
に
樹
木
医
の

診
断
を
受
け
た
。
そ
の
結
果

は
、
一
部
に
腐
朽
現
象
が
あ

る
が
全
体
的
に
は
良
好
と
の

こ
と
。
調
査
結
果
を
受
け
て

対
策
を
進
め
て
お
り
、
引
き

続
き
桜
の
保
全
に
努
め
て
い

く
。 

切
り
株
が
そ
の
ま

ま
に
し
て
あ
る
。

何
と
か
な
ら
な
い
か
。 

酒
井 

環
境
建
設
部
長 

  

切
り
株

の
掘
り

起
こ
し
を
す
る
と
護
岸
の
強

度
が
弱
く
な
る
。
掘
り
起
こ

し
て
桜
の
木
を
植
え
替
え
る

計
画
は
な
い
。 

　
現
在
は
残
っ
て
い
る
木
の

延
命
処
置
が
最
優
先
と
考
え

る
。 



 

柘植　満議員 

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

議

員
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柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

弱
視
や
斜
視
な
ど

の
小
児
用
治
療
メ

ガ
ネ
に
対
す
る
国
の
助
成
は

9
歳
ま
で
で
あ
る
。 

　
町
独
自
で
、
中
学
生
ま
で

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
考

え
は
な
い
か
。 

4
月
か

ら
子
ど

も
の
医
療
費
は
、
中
学
校
卒

業
ま
で
入
院
・
通
院
と
も
全

額
無
料
に
す
る
。
保
険
の
適

用
を
受
け
る
9
歳
ま
で
の

治
療
用
メ
ガ
ネ
は
、
そ
の
対

象
と
な
る
。 

　
当
面
は
実
態
把
握
に
努

め
、
町
独
自
の
助
成
は
一
度

研
究
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。 

柘
植 

総
務
部
長 障

害
者
（
車
い
す

マ
ー
ク
）、
内
部

障
害
者
（
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス

マ
ー
ク
）
等
の
専
用
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
示
す
立
て
看
板
を

役
場
駐
車
場
に
も
。 

今
年
度
内
に

立
て
看
板
の

設
置
を
行
う
。
他
の
公
共
施

設
も
順
次
検
討
し
て
い
く
。 

  そ
の
他
の
質
問
 

▼
　
障
害
者
を
「
障
が
い
者
」

に
改
め
て
は
。 

▼
　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
に
公
的

助
成
を
。 

柘
植 

教
育
部
長 

教
育
長 

学
校
で
の
い
じ

め
は
、
発
生
件

数
か
ら
認
知
件
数
に
な
っ
た

た
め
、
6
倍
に
増
加
し
た
。 

①
　
本
町
の
現
状
と
対
策
は
。 

②
　
ロ
ー
ル
レ
タ
リ
ン
グ
に

よ
る
個
別
心
理
療
法
が
、
解

決
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。
見
解
を
。 

③
　
生
徒
の
主
体
的
な
取
り

組
み
が
重
要
で
あ
る
。
他
市

の
取
り
組
み
事
例
を
取
り
入

れ
て
み
て
は
ど
う
か
。 

①
　
平
成
１８

年
度
の
認
知

件
数
は
小
学
校
7
件
、
中

学
校
６１
件
で
あ
る
。 

　
学
校
で
は
「
い
じ
め
・
不

登
校
対
策
委
員
会
」
を
設
置

し
、
定
期
的
な
情
報
収
集
と

い
じ
め
が
発
生
し
な
い
集
団

づ
く
り
を
協
議
し
て
い
る
。 

　
子
ど
も
た
ち
自
身
に
よ
る

取
り
組
み
も
各
学
校
そ
れ
ぞ

れ
工
夫
し
て
行
っ
て
い
る
。 

②
　
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

い
じ
め
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
、
検
討
し

た
い
。 

 

柘
植 

学
校
教
育
課
主
幹 

  ③
　
子
ど
も
自
身
に
よ
る
自

浄
能
力
を
い
か
に
育
て
る
か

が
大
事
。
教
師
の
お
仕
着
せ

で
は
な
く
、
主
体
的
な
活
動

を
見
守
り
た
い
。 

「
い
じ
め
ら
れ
る

側
に
も
問
題
が
あ

る
」
と
い
う
考
え
方
は
絶
対

に
な
く
す
べ
き
で
あ
る
が
ど

う
か
。 

い
じ
め
ら
れ

た
側
の
問
題

と
い
う
こ
と
は
決
し
て
な
い
。 

弱視・斜視など 

　自分から相手に、また逆に相手の立場
から自分に手紙を書くもの。相手の立場
から手紙を書くことで、自分を客観的に
見ることができる。あるいは相手の心情
を汲み取ることができるとされている。 

ロールレタリング(役割交換書簡法)

 

健康文化センター北側駐車場の設
置看板 
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１２月定例会に提出された請願・陳情は、所

管の常任委員会で審査しました。請願や陳

情の趣旨が妥当であると判断したとき、国

の機関などへ議会から意見書を送付します。 

　
大
政
ク
ラ
ブ
と
公
明
党
は
１１
月
6
日
・
7
日
、
岡

山
市
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
京
都
府
3
市
3
町

で
構
成
す
る
城
南
衛
生
管
理
組
合
の
ご
み
焼
却
施
設
（
京

都
府
城
陽
市
）
を
視
察
し
ま
し
た
。
 

地方税財源の 
拡充についての意見書 

①地方法人二税の見直しをやめ、
地方交付税の復元・拡充を図
ること。 

②地方交付税の特別枠など地域
間格差への対応は、不交付団
体の超過課税ではなく、国の責
任と財源で行うこと。 

③権限移譲とともに、国から地方
に税源移譲を行うこと。 

道路整備の促進と財源の 
確保についての意見書 

①道路特定財源は受益者負担を
尊重し、一般財源化や転用す
ることなく、すべて道路整備の
ために充てること。 

②道路整備中期計画を計画的、
着実に進めること。 

③地方の道路整備財源について
充実強化を図ること。 

保険でより良い歯科医療の 
実現を求める意見書 

①患者の負担を軽減すること。 
②良質な歯科医療ができるよう
診療報酬を改善すること。 

③安全で普及している歯科技術
を保険が利くようにすること。 

　
岡
山
市
東
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
は
、
日
量
4
5
0
ト

ン
の
処
理
能
力
を
持
つ
流
動

床
式
焼
却
炉
、
直
流
電
気
方

式
の
灰
溶
融
炉
で
、
総
事
業

費
は
1
3
5
億
7
6
5
0
万
円
。
 　

一
方
、
城
南
衛
生
処
理
組

合
の
焼
却
施
設
（
ク
リ
ー
ン

２１
長
谷
山
）
は
、
日
量

2
4
0
ト
ン
の
処
理
能
力
を

持
つ
ス
ト
ー
カ
式
焼
却
炉
、

プ
ラ
ズ
マ
式
灰
溶
融
炉
で
、

総
事
業
費
６２
億
2
5
0
0
万

円
。
　
　
 

　
処
理
の
方
式
は
違
い
ま
す

が
、
と
も
に
最
新
鋭
の
焼
却

施
設
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の

排
出
基
準
0
・
1
ナ
ノ
グ
ラ

ム
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
ま

す
。
 

　
ご
み
焼
却
熱
を
利
用
し
た

発
電
で
余
剰
電
力
は
売
電
、

灰
溶
融
炉
か
ら
発
生
す
る
ス

ラ
グ
は
路
盤
材
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

◆
　
　
◆
 

　
ご
み
焼
却
場
の
問
題
は
町

の
最
重
要
課
題
で
す
。
 

　
こ
の
視
察
成
果
を
、
今
後

の
町
政
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

看護職員確保法の 
改正を求める意見書 

看護職員を大幅に増員するため、
夜勤を月8日以内に規制する、看
護師確保を計画的に進める仕組
みを作るなどの看護職員確保法
の改正を要望する。 

施設内で焼却灰の加工状況の説明を受ける議員 
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後
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編
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後
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編

集

後

記

 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 

宇
野
昌
康 

 

鈴
木
喜
博 

木
野
春
徳 

吉
田
　
正 

柘
植
　
満 

岡
　
孝
夫 

土
田
　
進 

平
成
２０
年
4
月
の
新
大
口

中
学
校
開
校
に
向
け
工
事
が

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。 

第
1
工
区
の
入
札
の
不
調
、

用
地
買
収
の
問
題
、
設
計
変

更
、
追
加
工
事
に
か
か
わ
る

町
長
の
専
決
も
あ
り
ま
し
た

が
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
最
良
の
教
育
環
境
を
整

備
す
る
の
は
、
私
た
ち
町
政

に
か
か
わ
る
者
の
責
任
で
あ

り
、
さ
ら
に
、
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。 北

小
学
校
の
北
部
中
学
校

へ
の
移
転
に
つ
い
て
も
、
多

く
の
方
の
意
見
や
要
望
を
受

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
し
、

さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
充
実

と
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
　
　（
木
野
春
徳
） 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

 議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 
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発
行
責
任
者 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

次回定例会 
予
定 

手続き簡単。 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

取材を終えて 
お話を伺って、普段の自分を反省す
ることばかり。「川村さんを見習って、
腹八分で足腰鍛えなきゃ」と思いつつ、
食べ過ぎで横になる私。 
「あしたこそ 心に誓う 腹八分」 

      (柘植　満 )

　川村さんは毎日5時半に起床、6時には朝ごはん、昼
食や夕食も決まった時間にとられるなど、一日のリズム
を変えずに規則正しい生活をされています。 
　「健康に気をつけていることは」と尋ねると「何もあ
れせん」と一言。元気の秘訣をお聞きするのが今回の目
的。気を取り直して、いろいろお話をお伺いしました。 
　すると、①毎朝喫茶店でのモーニングが楽しみ②火曜
日はデイサービスでカラオケ（レパートリーはたくさん
あり、十八番は「道づれ」）③食事は決まった時間に腹
八分④巡回バスでバロー、アピタ、ヨシヅヤにお買い物
──だそうです。 
　買い物がてらの運動で足腰もお丈夫、趣味は編み物と
ビーズ。今もメガネは要らないそうです。 
　すご～い。(*^0^*) 
　子どもの頃お父さんを早く亡くされ、田んぼや畑の手
伝いをするなど苦労されたそうです。「苦労のおかげで、
今元気でいられる」と感謝されていました。 
　「一番の楽しみはみんなと会っておしゃべりをするこ
とだわ」。 
　これが一番の元気の秘訣なんですね～。(^_^)v

　あなたの周りに、元気に活躍してい
る人はいませんか。特にジャンルは問
いません。人知れず「まちの元気」に
一役買っている人、大歓迎です。ぜひ
ご紹介ください。 
　ご連絡は議会事務局まで。 

まちの元気者集まれ!!

まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

外坪で一番のご長寿、川村やすさんに元気

の秘訣をお聞きしました。 

かわむら　やすさん 
明治４３年生まれ(９７歳)
現在、外坪で5人暮らし 

ひ けつ 
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